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黒部渓谷の遊歩道を安全に
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～困難な状況下でこそDKボンド工法を～
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　若葉が一斉に芽吹く頃、うぐい（ハヤ）を
捕る伝統の「つけば漁」が始まりを迎え、千
曲川の周辺は一気に活気づきます。採れた
て焼きたての魚が次 と々運ばれる河川敷の
つけば小屋は、川からの恩恵を旅人にも分
け与えてもらえる貴重な場所です。初夏には
鮎漁解禁を待ちかねた人が川へ入り、大物
を狙おうと、ここぞという場所に竿を振って
います。
　千曲市を中心として東は坂城町と上田
の東側の一部、北は長野市松代あたりまで
のごく限られた地域だけに存在する「つけ
ば」。当地を代表する川魚漁、食文化、そし

て風土のひとつです。産卵場（つけ場）に集
まるハヤを捕獲し、その場で食べさせる「つ
けば漁」は江戸時代から続くこの地方独特
のもので、とれたての味を堪能できるのがい
いと思います。小屋の桟
敷に座り、川風に吹かれ
ながら食事を待つのも風
流です。
　その昔、うぐいは松代
藩の殿様に献上される
程の高級魚であり、この
漁法も松代藩の領地内
で、浅瀬が続く戸倉上

山田付近に限られた漁方であったといいま
す。
　海のない信州の食文化、自然豊かな旬の
味を堪能してみてください。

つ　け　ば

自然とマッチ！ 安心・安全
工法概要

発生源となる浮石や転石の落下を抑制することを目的とし、
落石発生源に対して直接実施

自然石群をそのまま接着できるの
で、例えば景勝地や国立公園内など、
景観を崩したくない場所に。

●余分な用地買収の必要なし
●仮設工が簡易
●機械設備が軽微
●調査、設計、積算、工事を専門の技術
者が迅速に対応

●工事への着手が即座に可能
●目地工により初期の安定化が図れる
●材令7日で所定の接着強度が期待で
きる

●落石防護網や落石防護柵などとの併
用が可能

人力主体の作業のため、大規模な
仮設を組んだり大型機械の搬入が
難しい機械力が使えない場所に。

施工中に振動などの余分な外力を与
えず、仮接着による安全対策ができ
るので、尾根上の巨岩などに。

景観保全地域 急崖斜面や高所 非常に不安定な巨岩

こんなところに使えます！

こんなときに使えます！

例えば
災害復旧等の予備工として…

例えば
計画（実施）対策工では対処しきれないとき…

例えば
緊急対策や応急処置に…

時間がないとき すぐに効果を期待するとき 他の落石対策工との併用を考えるとき

基　岩 不安定岩塊

施工前

基　岩 不安定岩塊

完　成
DKボンドモルタル

❶様々な誘引による不安定化の進行を防止
❷不安定化した岩塊を地山と一体化させる
❸不安定化した岩塊を除去し、危険性そのものを排除
❹土砂崩壊に伴う落石を防止

※岩接着DKボンド工法は❶❷に対して有効です。

落石予防工として期待する効果
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作業手順フロー図

親綱を設置

準備工
親綱設置現場調査
（起工測量）

DKボンド目地工
（亀裂部）4

1

作業足場、足掛けを設置作業構台（荷受け台・作業基地）の築造

仮設工
簡易索道設置、モノレール設置
仮設足場工設置など

2

亀裂面を高圧洗浄機などで清掃
亀裂に沿って土砂・木の根・苔などをワイヤー
ブラシ等で取り除く

清掃並びに
水洗い工

土砂・苔等除去高圧水洗浄（エアー清掃）
風化層除去清掃

3

亀裂表面の接着作業、幅の広い亀裂には石片を用いる

DKボンド
注入工

片付け

5
亀裂内部の接着作業（注入機械使用）

DKボンド目地工
（オーバーハング部）4’

オーバーハング箇所の目地作業（石積工・根固め工）は
石片を用い、モルタルと交互に積み上げる

目地施工時に設
けた注入孔より
注入用モルタル
を自然落下で流
し込む

注入機械は道路
わきや作業構台
上に設置。注入
量の管理は流量
計により行う

出来形検測
注入機械撤去
仮設解体

起工測量
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　2006年に黒部市と合併した
富山県の旧宇奈月町。この地は
北アルプス連峰を一角にする温
泉地として名高く、黒部川を中
心とした「黒部渓谷」は大きな
観光資源となっている。日本一
深いＶ字峡谷を縫うように走る
「黒部峡谷トロッコ電車」は、
例年５月上旬から11月末までの
期間を運行。黒部渓谷の素晴ら
しい自然を満喫できると全国か
ら多くの観光客が訪れている。
　トロッコ電車の終着駅であ
る「欅

けやきだいら

平」には、眺望が見事

な奥
おくかねばし

鐘橋をはじめ名
めいけんおんせん

剣温泉、
祖
ば ば だ に

母谷温
おんせん

泉など様々に楽しめ
るコースが揃う。体力やスケ
ジュールなど自分の都合に合わ
せて散策できるのも魅力のひと
つだ。欅平駅から黒部川沿の
下流に向かって続く遊歩道を約
800ｍ進むと「猿

さるとびきょう

飛峡」という秘
境がある。ここは岩盤がそそり
立つ深い谷の中にあり、両岸の
間を猿が飛び越えたことからそ
の名がついたという。風景はな
んとも幻想的でまさに秘境と呼
ぶにふさわしい場所である。
　平成17年、この猿飛峡へと続
く遊歩道で斜面から落石があっ

た。幸いにもけが人はなく、遊
歩道を一部損傷しただけにとど
まったが、管理元である富山県
新川振興センターは遊歩道内の
観光客の立ち入りを禁じ、落石
予防対策について思案してい
た。
　この地は富山県の貴重な観
光資源として全国にも広く知れ
渡っており、豊かな自然が守ら
れた山岳公園には多くの人々が
訪れる。大自然を感じられる遊
歩道を安全に、しかも可能な限
り自然な状態のまま復旧させた
い。そんな願いが地元関係者か
ら富山県に訴えられていた。

大自然を間近に楽しめる
遊歩道が立ち入り禁止に

遊歩道の安全を確保するための
第一歩はここから

施工レポート 12
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　富山県は地元の設計コンサル
タント会社に落石予防対策工の
設計を委託。設計コンサルタン
ト会社は以前から認識のあった
DKボンド工法による対策が可
能かどうか検討していた。そし
て地元土木業者のサポートのも
と全長約800ｍの遊歩道内にあ
る約12ヶ所もの危険箇所におい
てDKボンド工法の対策を設計さ
れたのだった。
　調査をサポートした地元業者
は、地元宇奈月町に本社を置く
会社だ。一般の土木作業者では
対応が困難な場所である黒部峡
谷内において、第一人者として
実績を重ねてきた。落石があっ
た翌18年の７月、「富山県の黒
部峡谷内にDKボンド工法の施
工が発注されます。特殊な工法
であるDKボンド工法に長年携
わっている御社に、是非協力を
お願いしたいと思っています。
一度現地を視察いただき、検討
願えないでしょうか」と、その
地元業者から当社へ依頼が入っ
た。我々はDKボンド工法を取り
扱うものとして、なんとか協力
していきたいと考えた。

　後日、現地を視察した。人も
物も、すべてのものを運搬する
のはトロッコ電車のみ。そのよ
うな状況下で黒部峡谷トロッコ
電車の始発駅である宇奈月駅か
ら約90分かけて欅平駅に到着し
た。欅平駅から約30ｍ階段を下
りて川沿いに降り、猿飛峡へと
向かう遊歩道が今回の落石現場

である。複数ある施工箇所のう
ち、欅平駅から約400ｍ進んだ
遊歩道の道路脇に高さ約11ｍ、
幅約８ｍの巨石があった。下側に
は奥行1.5ｍ程度のくぼみ（ハン
グ部）があり、上部の巨岩は見た
目にも非常に不安定であった。
　前述の地元業者からは、他に
も危険箇所が多数あるなかで、
今回はこの巨岩を対策する工事
のみが発注されたという説明を
受けた。「現場の立地条件は見
てもらった通り。資機材の運搬
は欅平駅からすべて人力となり
ます。それゆえ調査時に12箇所
程確認された危険箇所のうち、
初年度として、もっとも優先す
べきこの１箇所のみが発注され
ました。ぜひ前向きに協力願え
ないでしょうか」。
　資機材の搬入が完全人力で行
うこととなるこの現場は、体力
がものをいう立地条件として確
かに特殊であった。しかし施工

対象となる箇所（ハング部）は
遊歩道から２～３ｍの高さと決
して難しい箇所ではない。そし
て何よりこの貴重な観光資源で
ある黒部峡谷内において、観光
客が安全に訪れることができる
ように何とかしたいと思った。
「本現場は大型の機械を搬入で
きる状態にはなく、人力による
作業がほとんどとなります。そ
んな現場だからこそDKボンド工
法だけが対応が可能であり、真
価が発揮されます。御社と共に
この工事を無事にやり遂げ、再
び多くの観光客がこの遊歩道を
安全に歩くことができるよう尽
力していきたいと思います」と
伝え、本件の下請協力をさせて
いただくこととなった。

　その後、地元業者との打ち合
わせを重ね８月下旬には、作業
が開始された。

施工レポート 12

施工は特に危険な１箇所に
現地視察で見えた問題点

資機材の運搬は人力で
DKボンド工法の真価を発揮

遊歩道の安全を確保するための
第一歩はここから



本施工の

作業プロセス

材料運搬
欅平駅から施工現場までの資機材の
運搬は２人１組になり、人力で行われ
た

仮設工設置
施工箇所が道路からさほど高い位置
ではなかったため、仮設足場はごく簡
易なものでOK

1 2
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　資機材は事前にトロッコ電車
の発車場である宇奈月駅に搬入
し、既に終着の欅平駅まで到着
していた。その資機材はその駅
から現場まですべて人力で運ば
なくてはならない。一輪車を用
いて２人１組で運搬した。階段
を降りる区間は一般観光客も通
行するため、階段に差し掛かる
手前で一般客が階段にいないこ
とを確かめたうえで運ぶように
した。また、階段を下りる際の
振動によって一輪車のバランス
を崩し事故を起こさないために
も、慎重に下りて行った。
　遊歩道内は石を敷き詰め、普
通モルタルで目地詰めした石の
道路となっている。よって通行
中に足元がすべり転倒する恐れ
があった。作業開始前には遊歩
道の点検を行い、特に滑る危険
性の高い箇所には、麻袋をマッ
ト変わりとして敷き、すべり止
めとした。
　こうして運搬した機材で仮設
足場を組み立てた。施工対象と
なる箇所は道路から約２ｍの高

さにて横方向に伸びるハング部
が主な施工箇所であり、道路よ
りの高さがさほどではなく、比
較的安全な状態であるために仮
設足場も小規模なもので対応が
可能であった。
　そして岩接着工の本工事へ。
まずは清掃、水洗い工から。川
から汲み上げた水を利用して高
圧洗浄機でハング部の奥に堆積
した土砂を取り除いていった。
　続いてDKボンドモルタル目地
工を開始。ハング部の表面に石
を積みながら所定の配合により
生成したDKボンド目地モルタル
を詰めていった。モルタル石積
みの厚さは20㎝。その奥は空隙
を残した状態で石を敷き詰めて
いった。
　最後はDKボンドモルタル注
入工。先の目地工により積み上
げられた石積みの奥に、所定の
配合によるDKボンド注入モルタ
ルを充填していった。石積みを
した際に上部を一部開口してお
き（注入孔）、そこから注入し
ていった。通常は注入機械を用

いて機械打設とするのだが、現
場に機械を搬入することが不可
能であったために、ハンドミキ
サーによって作成された注入モ
ルタルを人力によって充填して
いった。清掃時に多くの土砂を
取り除いたため、当初設計より
若干形状が大きくなったハング
部にもDKボンドモルタルを充填
し、当初の計画より１割程度増
えた数量で作業を終えることが
できた。

　その後、管理元である富山県
の検査を無事に通過し、正式
に引き渡しとなったのが９月末
日。すでに周りの木々は色づき
はじめた頃であり、紅葉のシー
ズンが本格化する頃には遊歩道
は一般開放され、観光客が大自
然を間近に楽しめる光景が戻っ
てきた。
　地元業者の担当者からは「今
回の工事を無事に終えることが
できたおかげで、遊歩道を解放
することができました。しかし

真の安全を確保できるまで
我々の挑戦は終わらない―



モルタル目地工
ハング部の表面に石を積みながら生成
したDKボンド目地モルタルを詰めた

モルタル注入工
目地工により積み上げられた石積みの
奥にDKボンド注入モルタルを充填し
ていく

清掃・水洗い工
川から汲み上げた水を利用し高圧洗浄
機でハング部の奥に堆積した土砂を取
り除いた

4 53
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まだ遊歩道沿いには危険箇所が
多数残っています。今後も随時
富山県から工事が発注されるこ
とになるでしょう。今後も引き続
き協力体制によって、この遊歩
道の真の安全を確立していきま
しょう」との言葉をいただいた。

　我々にもまだできることはあ
る。遊歩道の安全を確保するた
め、そして何より観光客の安全
を守るために―。再びこの地
に戻って工事する日を思いなが
ら、我々が担う責任の重さを改
めて感じていた。

　今回は資機材の搬入が困難な
箇所において人力作業が主であ
るDKボンド工法が、その特徴
を大いに発揮し、無事に対策工
事を終えることができた事例で
あった。

真の安全を確保できるまで
我々の挑戦は終わらない―



　こんにちは。川中島建設株式会社営

業部の小林です。

　今回は山梨県甲府市にある「武田神

社」へ行ってきた時のことをお話しし

たいと思います。

　この武田神社は、川中島の合戦で名

高い武田信玄公の本拠地であった躑躅

ケ崎の屋敷の跡地に鎮座しています。

敵に弱気を見せてしまうような高い城

壁に囲まれた守りの堅固な城

を作るようなことはせず、平

屋の屋敷にこだわったといわ

れる信玄公。甲府盆地を見下

ろすことができる尾根の中腹

に屋敷を構えていたため、建

物の高さは必要なかったのか

もしれませんね。

　武田神社の御祭神はもちろ

ん武田信玄公です。「勝運」

の御利益の他、農業、商業、工業を信

仰されたことから産業や経済の神とし

ても信仰を集めています。また、信玄

公の民政の巧みさから、政治家の方々

には神として崇敬の念を抱かれること

も多いようです。

　厳かな雰囲気漂う武田神社で信玄公

のルーツを垣間見てはいかがでしょう

か。

小林 大二
入社18年目の営業部主任。北は北海
道から南は沖縄まで、工事の受注営
業のために日本全国を飛び回ってい
ます。日本の歴史が大好きで大河ド
ラマのチェックは欠かしません！大
好きなドライブでは史跡、寺院など
を巡っています。

プ ロ フ ィ ー ル

〜武田神社へ〜

8 kawaken newsletter vol.12

　今回は川中島自慢の名産品をご紹介します。

　長野県が山梨県、福島県に続いて全国第３位

を誇るもの…それは「桃の出荷量」です。川中

島はより良い桃を育てるための気候条件などが

整っているため、県内から出荷する桃の多くは

この地で生産されています。なかでも、戦国の

世に偶然発見された「川中島白桃」、川中島白

桃と愛知白桃の交配により生まれた「川中島白

鳳」、黄色く輝く「黄金桃」は長野県を代表す

る品種として有名です。

　これらの桃の出荷がいよいよシーズンを迎え

ます。川中島白鳳は７月末～８月中旬、黄金桃

は８月初旬～９月上旬、川中島白桃は８月下旬

～９月上旬が目安です。

　桃は古来中国において「不老長寿の仙果」と

呼ばれた魅惑のフルーツ。口に入れたとたん広

がるやわらかな甘みとジューシーな果汁の虜に

なる人も多いことでしょう。直前によく冷やして

から食べると一段と美味しさが増すのだとか。

川中島へお越しの際にはぜひお手にとってみて

ください。

 川
か わ な か じ ま

中島の桃
も も

川中島探訪

No. 12

敷地内には国指定史跡の躑躅ケ崎の館跡もありま
す。堀、石垣、石垣は当時の姿が今も残されている
んですよ


